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平成２５年度 ＣＲＤセミナー開催ご案内 
 
日 時：平成 26年 3月 7日(金) 10時 00 分～12時 00 分 
場 所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 2 階  
主 催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
参加費および定員：無料，30 名 
 
総合テーマ１：連続繊維 (FRP) 板の接着による水中・海中コンクリート構造物の 
補修補強工法の開発に関する研究 
河川橋脚や港湾構造物などの水中構造物の耐震補強工事を行 
う場合には，補強対象となる構造物周辺を乾燥状態とするため 
に仮締切工事を行う必要があり，陸上の補強工事と比較して膨 
大なコストが必要となる．そのため，水中構造物の耐震補強が 
効率的に推進されていないのが現状である． 
このような背景より，本研究グループでは水中構造物の効果的
かつ経済的な補強工法として，連続繊維 (FRP) 板を水中で接着
する工法（以後，水中補強工法）を提案し，コンクリート部材を
対象に提案工法の合理的な施工方法や補強効果に関する研究を
継続的に行っている．今年度は，せん断キー配置による FRP 板
の接着性能向上効果や巻付け補強によるせん断補強効果につい
て検討した．本セミナーでは，上記検討結果について報告する． 
 
テーマⅠ：せん断キー配置間隔を変化させた FRP 板水中接着曲げ補強 RC 梁の耐荷性状 
くらし環境系領域 講師  栗橋 祐介 
本研究では，FRP 板を用いた RC 梁の水中接着補強工法における接着性能改善策の提案を目的に，FRP 板
接着部のコンクリート表面にせん断キーを等間隔に配置し，その配置間隔が曲げ補強効果に及ぼす影響を実
験的に検討した．その結果，せん断キーが AFRP 板の接着性能向上に有効に作用する場合には，部分剥離の
起点となる斜めひび割れが分散して発生する傾向にあることや，接着性能改善のための適切なせん断キー配
置間隔は部材断面有効高さの 0.6～0.9 倍程度であることなどが明らかになった． 
 
テーマⅡ：FRP 帯を用いて水中接着せん断補強した RC 梁の耐荷性状 
客員教授  三上  浩 
(三井住友建設 (株) 技術開発センター 上席研究員) 
本研究では，せん断破壊型 RC 梁に対して，FRP 帯を水中で
巻き付けてせん断補強した場合の補強効果を検討することを
目的に，静載荷実験を実施した．その結果，提案の補強工法
により，水中接着の場合においても破壊形式を曲げ破壊型に
移行可能であることや，水中せん断補強した RC 梁は気中せん
断補強した梁と同程度の耐荷性能を発揮すること，などが明
らかになった． 
日本海洋建設 HP より引用 
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総合テーマ２：積雪寒冷地域における道路構造物の高度化・長寿命化に関する研究 
北海道における社会資本は，戦後の高度経済成長とともに着実に整備されて一定のストックを形成するに
至った．しかしながら，今後はこれらストックの高齢化による安全性の低下や維持管理の負担増が課題とな
っている．特に，近年の異常気象（ゲリラ豪雨など）や対象斜面の経年劣化，調査手法の高度化により，設
計当時には想定され得なかった規模の落石要因が確認されるなど，落石防護施設の安全性向上が望まれてい
る．また，建設後 50年を越える高齢化橋梁を合理的に維持管理するためには，その健全性を適切に把握する
必要がある．本セミナーでは，既設落石防護擁壁の耐衝撃性向上を目的とした新たな緩衝システムの開発概
要および供用後 50 年が経過したプレストレストコンクリート（PC）橋の固有振動特性に関する振動実験を実
施するとともに，得られた結果を用いて健全性に関する検討を行ったので報告する． 
 
テーマⅠ：既設落石防護擁壁の耐衝撃性向上を目的とした新たな緩衝システムの研究開発 
客員教授 川瀬 良司  
(㈱構研エンジニアリング 常務取締役)  
本研究開発の目的は，落石要因に対して耐力が不足している既設落石防
護擁壁を対象に，衝撃力緩和のための緩衝システムを開発し，現道の安全
性向上を図るものである．本研究開発では，これまでに研究開発されてき
た三層緩衝構造や二層緩衝構造の原理を応用発展させ，擁壁背面への設置
を容易にするために，ソイルセメント＋ジオグリッド＋発泡スチロール
（EPS）ブロックからなる新たな三層緩衝構造を提案し，既設落石防護擁
壁の耐衝撃性を向上させるための緩衝システムの開発を行った．なお，本
研究開発は，建設技術研究開発助成制度に採択されており，研究開発期 
間は３ヶ年で本年度は最終年度に当たる．本セミナーでは，３年間の研究開発の概要を報告する． 
 
テーマⅡ：供用後 50 年が経過した５径間連続 PC 橋梁の固有振動数に関する 
現地振動実験とその健全性 
くらし環境系領域 准教授  小室 雅人 
本研究では，供用後 50年が経過した既設５径間 
連続 PC橋を対象に，その固有振動特性を把握する 
ための振動実験および数値解析を実施した．その結， 
果トラック走行後の自由振動より，低次の固有振動 
数および固有振動モードを特定した．これにより，  
鋼橋のみならず PC 橋への本計測システムの適用性を 
実験的に確認した．さらに，得られた実験結果を竣 
工時に実施された振動実験結果と比較することによ 
って，同橋梁の健全性についても検討を行った． 
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